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Program of the Antarctic Syowa MST （Mesosphere/Stratosphere/Troposphere） / IS（Incoherent Scatter）Radar
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● Antarctic Geological Map Series, 









































　2004年3月 に 発 行 さ れ たAntarctic 



































































来、Institut Physique de Globe （IPG）という地球物理研究所で測地学の研究を続
けています。近年は、フランス基地（ケルゲレン、レイ・ユニオン、デュモン・デ
ュルビル）において、絶対重力計を用いて、重力変化を測る観測を行っています。























































































（Anomalous high coercivity 
natural remanent magnetiza-
tion acquired by maghemite 









編 集 後 記





























項目 東南極地域 西南極地域 全南極
平均氷厚（m） 2146 1048 1856
氷の体積（接地氷床）106km3 21.7 3.0  24.7
氷の体積（棚氷部分）106km3 0.1 0.6 0.7
接地氷床の海面上体積106km3 20.5 2.1 22.6
接地氷床の海面下体積106km3 1.1 1.0 2.1






基盤地形高度 接地氷床下で +153m、全南極で +78m
平均標高 約2010m
最大標高 4897m （ビンソンマッシフ山）
最低標高 -2476m
ており、積極的な勧誘をお願
いしたい。 
（澁谷和雄：研究教育系・
地圏研究グループ・教授）
